
 

 

 

 

 
 

「健康経営優良法人2025」に認定 
2025年 3月 13日 

 

三菱ふそうトラック・バス株式会社（本社：神奈川県川崎市、代表取締役社長・CEO：カール・

デッペン、以下 MFTBC）は､経済産業省および日本健康会議により、「健康経営優良法人

2025(大規模法人部門)」に認定されました。 

 

健康経営優良法人認定制度は、特に優良な健康経営を実践している法人を、日本健康会議

が認定する顕彰制度です。 

 

このたびの認定において、MFTBC は、社内各部門に「ヘルスプロモーションアンバサダー」を

配置し、ヘルスプロモーションアンバサダーに対して健康経営に関する情報の定期的な共有

と健康教育を行うことで、各部門への浸透を図っていることなどが評価されました。 

 

MFTBC は、2023年7月に健康経営宣言を行い、社員やその家族の心身の健康増進に取り組

む体制・文化を構築・維持し、また疾病予防・健康増進を経営課題の優先事項ととらえること

で、社の持続的成長に貢献することを目指しています。 

 

人事本部長をトップに「健康経営事務局」を組織し、疾病予防と健康増進の取り組みとして、

2023年以来、健康に関する e ラーニングを社員に対して定期的に提供するとともに、食事と

健康、運動に関するイベントなどを毎年複数回開催しています。 

 

「当社は積極的に健康経営に取り組み、従業員の健康と幸福を重視しています。従業員の健

康増進支援やメンタルヘルスのサポートを通じて、従業員が心身ともに健康で充実した状態

で働ける環境づくりに努めています。このたびの健康経営優良法人認定を励みに、ダイム

ラートラックグループの目的である『世界を動かし続ける全ての人々のために』、健康経営へ

の取り組みに力を注いでまいります」 

(三菱ふそうトラック・バス株式会社 人事本部長 河地レナ) 

 



 

 
「健康経営優良法人2025(大規模法人部門)」の認定ロゴマーク 

 
 
三菱ふそうトラック・バス株式会社について 

三菱ふそうトラック・バス株式会社（MFTBC）は、川崎市に本社を置く商用車メーカーです。ダイムラート

ラック社が89.29%、三菱グループ各社が10.71%の株式を保有しています。90年以上の歴史を持つ

FUSO ブランドのトラックやバス、産業用エンジンを世界約170の市場向けに開発・製造・販売していま

す。日本初の量産型電気小型トラック「eCanter」による電動化や、運転自動化では大型トラック「スー

パーグレート」に国内商用車初の SAE レベル2相当の高度運転支援技術を実装するなど、先進技術の

開発に積極的に取り組んでいます。 
 


